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研究分野：整数論、数論幾何学 

科研費の分科・細目：数学・代数学 

キーワード：代数曲線、被覆、基本群、ガロア表現、フルビッツ空間、正標数 

 

１．研究計画の概要 

 研究代表者は、２００５年度に３名の外国
人若手研究者の訪問を受け、代数曲線の被覆
の数論幾何に関連する、それぞれとの共同研
究をスタートさせた。本研究課題の基本的な
構想は、これらの３つの共同研究を進展させ
つつ、研究代表者自身のこれまでの研究の継
続発展も絡ませて成果を挙げていこうとい
うものである。より具体的な研究の目的は、
以下の通りである。①ガロア表現： C. 
Rasmussen との共同研究の結果の改良・一
般化。②フルビッツ空間：A.Cadoret との共
同研究の結果の改良・応用。③正標数：M. 

Saidi との共同研究の結果の改良・一般化。 

 

２．研究の進捗状況 

 ２００６、２００７、２００８の全ての年
度において、Rasmussen 氏、Cadoret 氏、
Saidi 氏全員の京都滞在を実現し、代数曲線
の被覆と基本群に関する数論幾何について、
研究の目的を十分果たすことができた。これ
らの来訪のうちの一部は、本補助金の使用に
より実現した。より具体的には、次のような
重要な研究成果を得ることができた。 

① Rasmussen 氏とのガロア表現に関する
共同研究について、代数体 K 上の g 次元アー
ベル多様体 A の同型類と素数 l の組で、A の
全ての l 冪等分点を K に添加して得られる体
が lの外で不分岐で l次円分体上副 lな拡大に
なるようなものは有限個しかないことを予
想し、K=Q, g=1 の場合に証明していたが、
K=Q, g=2,3 の場合、[K:Q]=2,3,g=1 の場合、
一般リーマン予想の仮定下での一般の場合、
などにこの予想を証明できた。 

② Cadoret 氏とのフルビッツ空間に関する

共同研究について、有理数体上有限生成な体
上の曲線の上のアーベルスキームに対し、そ
のファイバーに現れるアーベル多様体の有
理的な l 冪ねじれ点の位数に対する上界の存
在を証明、系として Fried のモジュラータワ
ー予想の 1 次元の場合を証明できた。また、
有理数体上有限生成な体上の曲線の数論的
基本群の（ある種の弱い条件を満たす）l 進
ガロア表現が与えられた時、その表現を曲線
の（剰余次数を制限した）閉点の分解群に制
限して得られるガロア表現の像に対する下
界の存在を証明できた。 

③ Saidi 氏との正標数に関する共同研究に
ついて、有限体上の曲線やその関数体の遠ア
ーベル幾何に関して、素数の無限集合Σであ
る条件を満たすものに対し、幾何的基本群を
最大副Σ商に置き換えた場合の Isom 版を証
明できた。また、関連して、p 進体上の曲線
の遠アーベル幾何におけるセクション予想
に関する結果を得た。 

 

３．現在までの達成度 

 ①当初の計画以上に進展している。 

（理由） 

 Rasmussen 氏との共同研究に関しては、
当初の研究計画の段階では、K=Q,g=1 という
特殊な場合の結果という乏しい手がかりし
かなかったが、その後共同研究が大きく進展
し、一般の代数体上の一般のアーベル多様体
を扱う枠組みを確立することができ、上記の
重要な諸結果を得ることができた。Cadoret

氏との共同研究に関しては、当初の研究計画
の段階では、フルビッツ空間の base 予想の
解決という結果以外に手がかりがなかった
が、その後共同研究が予想外に大進展し、ア
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ーベル多様体の l 冪ねじれ点の普遍上界や、
更には一般の l 進ガロア表現の像の普遍下界
などの研究へと大きく発展し、1 次元モジュ
ラータワー予想の解決を含む、上記の通り、
著しい諸結果を得ることができた。Saidi 氏
との共同研究に関しては、研究計画が予期せ
ぬ方向に展開し、有限体上の曲線やその関数
体の遠アーベル幾何の副Σ版という、この分
野の１０数年来の懸案を解決することがで
き、更に、p 進体上の曲線に対するセクショ
ン予想という、正標数という当初の研究計画
の枠組みをも超えた部分にアプローチする
ことができた。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 上記の通り、本研究課題の遂行は、当初の
研究計画以上に進展しており、３つの共同研
究をこのまま継続して推し進めていくこと
が、第一義的と考えている。特に、本研究課
題研究期間の最終年度である本２００９年
度には、Cadoret 氏（７月～８月）、Saidi 氏
（４月）の京都滞在が決まっており、彼らと
の直接的な研究討論、研究打合せを基にする
とともに、Rasmussen 氏も含め、電子メー
ル等での研究討論、研究打合せも合わせて、
全般的な研究を効率的に推進していきたい。
更に、本年度は、これまでの研究成果のうち
で雑誌論文等としてまだ発表できていない
部分の発表をすることや、研究期間終了後の
来年度以降への本研究計画の発展の可能性
の模索など、最終年度のまとめの作業も合わ
せて進める予定である。 

 

５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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